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１ 徳山ダムの弾力的な運用の試行について１．徳山ダムの弾力的な運用の試行について
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１－１．目的と進め方

■目 的

徳山ダムの弾力的な運用は、揖斐川の河川環境をより改善することを目的に、
ダム管理 移行後に瀬切れの解消等の流水の正常な機能の維持を図 るダム管理へ移行後に瀬切れの解消等の流水の正常な機能の維持を図っているこ
とに加え、更に生態系等に考慮し、ダムからの放流を可能な範囲において時期
や量を変化させる等の弾力的な運用を行い、河川環境の保全・向上に努めるも
のですのです。

■進 め 方

徳山ダムの弾力的な運用の検討及び試行は、揖斐川における初めての試みで
あり、学識経験者等の意見も踏まえ、河川利用者への安全に配慮したうえで試
行・試験等を行い、河川環境の一層の改善等を進めます。

○専門分野の学識経験者や関係機関で構成する「徳山ダムの弾力的な運用
検討会」の指導・助言

○長年の経験に裏付けられた知識を有する揖斐川沿川の漁業関係者で構成
する「徳山ダムの弾力的な運用を考える意見交換会」の意見

○河川利用者への安全配慮
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１－２．検討項目 －改善メニュー－

弾力的な運用による改善メニューとして以下の７項目を設定し、そのうち「②付着藻類の剥離・更新の
促進 「⑥汽水域 底生動物 生息環境改善 を重点的に実施する とにな た

テーマ 仮説内容 検証結果 今後の予定

増量放流 自然出水による剥離 その後 中流部（井ノ口橋地点 粕川合流点上流）を重

弾力運用による効果を把握するために調査を重点化する項目

促進」、「⑥汽水域の底生動物の生息環境改善」を重点的に実施することになった。

②付着藻類の剥離・
更新の促進

河道砂礫の流動を伴わない流れにより、
付着藻類の剥離・更新効果が生じる。

増量放流・自然出水による剥離、その後
の更新に関する関係把握が不十分

中流部（井ノ口橋地点、粕川合流点上流）を重
点的に調査し、増量放流・自然出水による剥
離・更新に関する関係把握に努める

⑥汽水域の底生動物
の生息環境改善

夏季の小潮・若潮時において、増量放流
により下流汽水域の底層ＤＯの低下が抑
制できる

既存の観測データの整理をしているが、
夏期小潮時の増量放流が未実施のため
仮説の検証までには至 ていない

・８月から９月の小潮時おける増量放流・自然
出水による底層ＤＯ改善効果の把握に努める

赤潮発生時における河川流量等の関係にの生息環境改善 制できる。 仮説の検証までには至っていない ・赤潮発生時における河川流量等の関係につ
いてデータ整理・分析を行う。

テーマ 仮説内容 検証結果 今後の予定

弾力運用による効果の調査項目からは除外するが、継続的に見ていく項目

④攪乱域に生息する
植物の再生促進

河岸冠水頻度の変化が貴重な植物の生
育促進効果に寄与する。

生育促進の関係は簡単には分からない
当面は、河川水辺の国勢調査結果を活用

③淵や淀み、ワンド内
の水循環、一時水
域の保持

増量放流により淵や淀み等において一定
の掃流・攪乱効果がある。

増量放流によりワンド内流水が循環する
情報収集

テーマ 仮説内容 検証結果 今後の予定

横山ダムからの放流水質（濁度）を10度程 徳山ダム連携操作により、横山ダム放流
水 期 減され

情報収集（横山ダムフォローアップ調査結果）

域の保持

維持流量確保により改善された項目

①水質改善の促進 度まで低減させるためには相当量のダム
希釈水量が必要

の濁水長期化は低減されている

⑤落ちアユ・仔アユの
降下支援

岡島頭首工において増量放流時にゲート
操作（底部開）をすることで落ちアユの降下
支援が可能。また万石20m3/sを維持でき

岡島頭首工のゲート操作及び万石
20m3/s程度の流量で魚道等の通水を確
認している。

情報収集

降下支援 支援 能。 を維持
れば、仔アユの降下に支障はない。

認 。

⑦回遊魚の遡上や移
動路の確保

（魚道や落差工の現況水理機能の把握に
努める）

床固の魚道等には流水が確保 情報収集
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１－２．検討項目 －影響メニュー－

弾力的な運用による影響メニューとして以下の７項目を設定し、そのうち「 ⑧河川全域の水温
変化 影響 「 ⑪放流水 到達時間 を重点的に実施する とにな た

テ マ 仮説内容 検証結果 今後の予定

弾力運用による影響を把握するために調査を継続する項目

変化の影響」、「 ⑪放流水の到達時間」を重点的に実施することになった。

テーマ 仮説内容 検証結果 今後の予定

⑧河川全域の水温変化の
影響

水温成層が発達しない春先・秋口に100m3/s程度の取水を行う場合、
ダム放流水温が流入水温以下となり下流河川水温が低下する。

春季～夏季の増量放流では下流河道での熱輻射による温度上昇が
期待できず河川水温が低下する。

わずかな水温低下が上流区間にお
いて発生

影響が生じる区間
の把握が必要

⑪放流水の到達時間 増量放流時の下流到達時間の把握に努める
5回の増量放流における到達時間
を把握

より多くの増量放流
機会での把握が必
要

既存調査を活用して弾力運用による影響を把握する項目

テーマ 仮説内容 検証結果 今後の予定

⑨河床変動による河床
形態の改変の可能性

100m3/s以下の増量放流では、上流~中流域にかけて活発な河床変
動は生じない。

増量放流程度（岡島100m3/s以下）

では河床材料（着色礫）の移動は
小さい

情報収集
小さい

⑩中州で繁殖する鳥類の
卵や雛の流出の可能性

100m3/s以下の出水で冠水する砂州にコアジサシ等が営巣した場合、
繁殖する可能性は低い。

H17以降揖斐川砂州ではコアジサ
シの営巣・産卵は確認されていない

河川水辺の国勢調
査結果を活用

⑫魚類等の生息状況の 過去の水国調査（H20 26）におい 河川水辺の国勢調⑫魚類等の生息状況の
変化

（各地点の魚類相等の把握に努める）
過去の水国調査（H20、26）におい
て魚類相の変化は確認されない

河川水辺の国勢調
査結果を活用

⑬ノリ漁場等への影響
（ノリの成長期における増量放流による塩分濃度の変化の把握に努め
る）

ノリの成長期（10月～翌3月）にお
ける増量放流は実施しない

出水時の観測デー
タにて状況の把握
に努める。

⑭ヤナへの影響 （増量放流によるヤナの構造破損に留意する） ヤナの破損は確認していない 情報収集
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２．平成28年度における徳山ダムの管理
び な 概及び弾力的な運用の試行の概要
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２－１ ．平成28年度における徳山ダムの管理（不特定補給の実績）の概要

徳山ダムは、動植物の生息・生育等の河川環境を改善するため、揖斐川万石地点（大垣市）に
お 3 （確保目標流量） 流量を確保するため 平成 年度にお は 徳山ダムから

100 
ｍ3/s 揖斐川万石地点の流況徳山ダム補給分 徳山ダム補給なし 揖斐川万石地点（大垣市）の流況

おいて、２０m3/s（確保目標流量）の流量を確保するため、平成２８年度においては、徳山ダムから
延べ６６日間、約６，２６０万ｍ3（速報値）の補給を実施。

60 

80 
不特定補給延べ14日 不特定補給延べ37 日 不特定補給延べ15 日
6/3 6/19 8 /2 9 /17  11 /9  12/5  

弾力的な運用の試行

20 

40 

確保目標流量２０ｍ3/s

弾力的な運用の試行

揖斐川平野庄橋地点（神戸町・大野町）
河口より約50㎞

根尾川藪川橋地点（本巣市・大野町）
河口より約52㎞

0 
H28.4.1 H28.5.1 H28.6.1 H28.7.1 H28.8.1 H28.9.1 H28.10.1 H28.11.1 H28.12.1 H29.1.1

横山ダム

徳山ダム
河口より約50㎞ 河口より約52㎞

万石地点
（大垣市）
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○徳山ダムは、平成２８年度に洪水量２００m3/sを超える防災操作（洪水調節）を１回実施。

２－２ ．平成28年度における徳山ダムの管理（防災操作の実績）の概要

平成２８年 徳山ダム流入量－放流量 実績

H28.8.23‐25
徳山ダムの弾力的な運用

試行（増量放流（夏季））の試行（増量放流（夏季））

注）グラフは、日平均の流入量、放流量をプロットしているため、最大流入量の表示と異なる。

注）発電とは、徳山水力発電所にて発電を行うため徳山ダムの発電専用容量に貯留した水を放流したものである。

注）かんがいとは、揖斐川沿川のかんがい用水への補給のために徳山ダムに貯留した水を放流したものである。 8



２－３．平成２８年度の弾力的な運用の試行の概要(１)

平成２８年度は夏季に増量放流を実施した。
（春季と秋季は出水等により増量放流を中止とした。）

□ 実施概要（夏季）

西平ダムからの増量放流実施期間 平成２８年８月２３日 １３ ００ ８月２５日 １３ ００ （４８時間）西平ダムからの増量放流実施期間：平成２８年８月２３日 １３：００ ～ ８月２５日 １３：００ （４８時間）

最大放流量 ： 約６３m3/s 【増量分 ： 約２０m3/s】

（増量放流時の万石地点流量： ６０m3/s程度 ）

60

80 
放流量（m3/s） 西平ダム放流量（夏季・実績）

最大放流量 約６３m3/s

40 

60 

増量放流無し約４３m3/s

0 

20 
４８時間

8/23 8/24 8/25
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２－３ ．平成28年度の弾力的な運用の試行の概要(2)

揖斐川

徳山ダム

東杉原堰堤

徳山ダム

東杉原堰堤鶴見

根尾川

横山ダム

久瀬ダム

西平ダム

横山ダム
久瀬ダム

西平ダム

井ノ口橋

45ｋ

50ｋ

5ｋ

10ｋ

55ｋ

60ｋ

井ノ口橋下流

粕川合流点上流

岡島

牧田川

杭瀬川

福束橋

名神
揖斐川橋

柳橋
広瀬橋

30ｋ

35ｋ

40ｋ

15ｋ

10ｋ

5ｋ

5ｋ

万石

調査地点凡例海津橋

福岡大橋

今尾橋

20ｋ

25ｋ
今尾

海津橋

付着藻類調査地点

肱江川

多度川 油島大橋

5ｋ

10ｋ

15ｋ

東名阪揖斐長良川橋

揖斐油島

城南

水位・水質等観測所

揖斐長良大橋

汽水域の底生動物の

10

0ｋ城南

H28年度の調査地点

汽水域の底生動物の
生息環境改善の評価
地点



３．徳山ダムの弾力的な運用の試行による
改善効果と影響
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３－１．付着藻類の剥離・更新の促進(1) 増量放流

揖斐川の流量が減少し、8/2より万石地点で20m3/sを確保するための不特定補給が継続してい
状 増 放流を 実施る状況において、増量放流を8/23～25に実施した。
8/10から8/22にかけて「クロロフィルa」は減少傾向、増量放流後は増加傾向であった。

12※クロロフィルa/強熱減量の比（藻類比率）： 有機物に占める藻類量の比率。

※クロロフィルa： 藻類の現存量の指標。藻類の光合成に必要な緑色色素。

※強熱減量： 有機物の指標。



◎増量放流：夏季調査（8/23～25）：万石地点最大流量46m3/s、岡島地点最大流量49m3/s

３－１．付着藻類の剥離・更新の促進(2) 増量放流

・両地点の増量放流中の推定流速は0.7m/s程度であった。

・藻類の現存量の目安となる「クロロフィルa」及び、有機物に占める藻類量の比率を示す「藻類比率（ク
ロロフィルa/強熱減量）」は増水後に増加しており、剥離現象は見られないが、徳山ダムからの増量放
流により有機物等がフラッシ されて 藻類の生育が活性化したと考えられる

（井ノ口橋下流）

流により有機物等がフラッシュされて、藻類の生育が活性化したと考えられる。

増 量 放 流 前

増加

増 量 放 流 後
減少

※クロロフィルa： 藻類の現存量の指標。藻類の光合成に必要な緑色色素。

※強熱減量： 有機物の指標
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※クロロフィルa/強熱減量の比（藻類比率）： 有機物に占める藻類量の比率。

※強熱減量： 有機物の指標。



３－１．付着藻類の剥離・更新の促進(3) 

◎有機物や無機物の剥離による生育環境の改善効果
【 れま 視点】【これまでの視点】
・付着藻類は出水により剥離し、その後、更新・生長というサイクル（赤線）を繰り返す。
【新たな視点】
・増量放流や出水による付着藻類の剥離は生じないが、デトリタス等の有機物や無機物が剥離したこ増量放流や出水による付着藻類の剥離は生じないが、デトリタス等の有機物や無機物が剥離したこ
とにより、付着藻類を取り巻く生育環境が改善され、生長が促進することも考えられる。（青線）。

出水

流量流
量

（
ク
ロ藻

剥離により減少
ロ
ロ
フ
ィ
ル
ａ
）

藻
類
量

準備期

生長期

【藻類の状況】

剥離により減少

剥離生長 更新 生長

生長期

繁茂期

デトリタス等
の有機物や

⇒
有機物等の剥離

時

生長生長

の有機物や
無機物⇒

有機物等の剥離

剥離しない

14

出水前後の付着藻類の消長サイクル

（時間）
※地域により生長速度は異なる。



３－２ ．汽水域の底生動物の生息環境改善(1) －増量放流時－

◎平成28年度の調査結果（溶存酸素）◎平成28年度の調査結果（溶存酸素）
・夏季の小潮における増量放流を行った。
・夏季の小潮時の干満差が最も小さい期間（ピンク矢印）では増量放流による改善効果はなかったが、

8/25夕方の干満差が小さかった期間（青矢印）では溶存酸素の低下が見られず、改善効果があった
可能性がある。

H28

東名阪揖斐長良川橋

干満差が最も小さかった期間

東名阪揖斐長良川橋
8.0k右岸

（東名阪揖斐長良川橋の増量放流想定到達時間）

揖斐長良大橋
3 0k左岸

干満差が最も小さかった期間

長潮 若潮中潮 小潮

3.0k左岸

（揖斐長良川橋の増量放流想定到達時間）

中潮

（揖斐長良大橋の増量放流想定到達時間）

図 増量放流前後における溶存酸素の状況
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３－２ ．汽水域の底生動物の生息環境改善(２)

◎東名阪揖斐長良川橋における溶存酸素、塩化物イオン濃度

・平成21年～28年の夏季の小潮時のデータを整理した結果、９時間前万石流量が大きいほど
底層の最低溶存酸素が高くなる傾向にある。

※７月～９月の小潮～若潮時のデータによる※７月 ９月の小潮 若潮時のデ タによる

※底生生物の生存可能な最低濃度＝3mg/l 水産用水基準（2012）

※万石から東名阪揖斐長良川橋の到達時間は出水の規模に関わらずに
一律に９時間と仮定した。

16

夏季小潮時の最低溶存酸素と万石流量の関係（平成21～28年）



３－２．汽水域の底生動物の生息環境改善(３） －赤潮対策について－

◎流況の分析
H25年３月下旬から６月上旬に 揖斐川河口部において赤潮が発生 ３月から４月中旬までに大きな出・H25年３月下旬から６月上旬に、揖斐川河口部において赤潮が発生。３月から４月中旬までに大きな出
水はなかった。

・H26、H27、28年は赤潮発生の報告はなかった。H26年は３月末に500m3/sの出水があったが、４月下
旬から「クロロフィルａ」の値は高い状態で推移した。H27年は３月下旬、４月上旬、下旬に連続して旬 ら ク ィ 」 値 高 状態 推移 。 年 月下旬、 月 旬、下旬 連続
500m3/sの出水があった。H28年は出水はなかった。

・赤潮が発生した場合における揖斐川流量と赤潮消失（または長期化）の関係について、今後データを
整理・分析する必要がある。

赤潮発生3月下旬‐6上旬赤潮発生3月下旬 6上旬

増量放流
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４．平成２９年度の弾力的な運用の試行 計画（案）

18



４－１．平成29年度の弾力的な運用の試行（案）

メ 平成 年度 成果
次年度以降 増量放流

メニュー 平成28年度の成果
次年度以降

検討する事項
増量放流

（実施時期）

（１）付着藻
類の剥離

①調査期間を通した「クロロフィルa」は

6～9月が小さく 10～12月が大きいと
①剥離が生じる流速
（流量）下限値を把

８月、９月に実施
付着藻類が増加類の剥離・

更新の促進
6～9月が小さく、10～12月が大きいと
いう傾向である。
②今年度は、増量放流1回（夏季8月）、
自然出水2回を対象として付着藻類調

（流量）下限値を把
握するため、データ
を蓄積する。
②生長度合と剥離の

付着藻類が増加
し剥離現象の把
握に適している
時期自然出水2回を対象として付着藻類調

査を行ったが、これまで行った調査と
合わせて、現状では剥離が生じる出水
規模（下限値）の把握には至っていな

②生長度合と剥離の
関係を把握するため、
データを蓄積する。
③剥離が生じない場

時期

規模（下限値）の把握には至っていな
い。
③新たに付着藻類の生育度合と剥離
の関係を整理したところ、生育度合が

③剥離が生じない場
合における、有機物
等のフラッシュによる
生育の活性化に着の関係を整理したと ろ、生育度合が

高いほど、増量放流・出水後の「クロロ
フィルa」、「強熱減量」の減少率が高く
なる傾向がある。

生育の活性化に着
目した調査方法につ
いて検討する。

④また、増量放流において剥離は生じ
ないが、有機物等がフラッシュされて、
藻類の生育が活性化したと想定される
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事象があり、調査を継続する必要があ
る。



メニュー 平成28年度の成果
次年度以降 増量放流

４－１．平成29年度の弾力的な運用の試行（案）

メニュ 平成28年度の成果
検討する事項 （実施時期）

（２）汽水
域の底生
動物の生

①小潮時の底層DO低
下の抑制

夏季の小潮・若潮時に
おいて、増量放流によ
り下流汽水域の底層

小潮・若潮時の塩水く
さび形成に伴い生じる
底層DO低下に対す

４月、８月、
９月に実施

動物の生
息環境改
善

り下流汽水域の底層

DOの低下が抑制でき
た可能性がある。

底層DO低下に対す
る増量放流の改善効
果を確認する。

②赤潮等発生の抑制 これまで実施してきた 春季に赤潮の発生も ４月②赤潮等発生の抑制 これまで実施してきた
増量放流規模の流量、
継続時間における赤
潮発生 「クロロフィル

春季に赤潮の発生も
しくは「クロロフィルa」
が上昇する可能性が
あることから 増量放

４月

潮発生、「クロロフィル

a」の上昇を抑制する
効果は不明。

あることから、増量放
流による赤潮発生の
抑制もしくは「クロロ
フィルa」の改善効果フィルa」の改善効果
を確認する。

（３）河川全域の水温変化の影響 平成28年度増量放流
においてデータを蓄積

引き続き増量放流の
機会にデータを蓄積

－
においてデ タを蓄積
できた。

機会にデ タを蓄積
する。

（４）放流水の到達時間 平成28年度増量放流
においてデータを蓄積

引き続き増量放流の
機会にデータを蓄積

－
においてデ タを蓄積
できた。

機会にデ タを蓄積
する。
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春 夏 秋

４－１．平成29年度の弾力的な運用の試行（案）

春 夏 秋

上流域
付着藻類増加（但し出水、アユ摂食の影響有り）付着藻類少

下流域 赤潮の発生 汽水域低層DOの低下

赤潮の改善

付着藻類の剥離・更新

弾力的な運用
の効果把握

汽水域底層DOの改善

弾力的な運用
の影響把握

水温変化の影響

放流水の到達時間

弾力的な運用
実施

放流水の到達時間

の実施
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４－１．平成29年度の弾力的な運用の試行（案）

項目 春季 夏季 秋季

目的 汽水域底層のＤＯ等
の改善効果の把握

汽水域底層のＤＯ等の
改善の把握

汽水域底層のＤＯ等の
改善の把握

付着藻類の剥離更新等
の促進効果の把握

付着藻類の剥離更新等
の促進効果の把握

増量放流時
の万石地点
流量

100ｍ3/s程度 60ｍ3/s程度 60ｍ3/s～100ｍ3/s程度

増量放流日

（西平ダム
地点）

4月18日（火）13:00～
4月20日（木）13:00

8月29日（火）13:00～
8月31日（木）13:00

9月29日（金）19:00～
10月1日（日）19:00

地点）
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